





Current trends in Japanese naming practices
―Focusing on changes in men’s and women’s names―




















































































　It has been widely reported that Japanese naming practices are changing dramatically. These
changesareespeciallyimportantinregardstonamesandgender.Becauseoneofthemostprominent




































































名前 性別 男性名 女性名
花音 女性名 １ １６
悠真 男性名 4 2
蒼空 男性名 9 ６
結愛 女性名 １ 54
大翔 男性名 １３ １







かというと、例 ３ の名前のどこに女性名らしさ ・ 男性
名らしさが隠れているのかが不明だからである。一方





































































































































































































y = -2E- 2 - 0.0143x + 0.3633
男性の回転率多項式＝
11x6 + 6E-09x5 - 5E-07x4 + 1E-05x3 + 0.0003x
R² = 0.4838
女性の回転率多項式＝









































































































































































































































































































































































































































































































































































































れないことがまず挙げられる（図 5 ）。１977年 ・ １98１
年 ・１982年 ・１989年に「健太郎」が上位１0位に入った 4
回を除き、 ３ 文字の名前が見られなかった。それに比





































女性名 １47 7.2６ 8.49













































































































































名前に見られる漢字 個数 M SD
異なる漢字 女性名 １0１ 20.１8 ６2.89
男性名 95 １5.82 １7.8１




　海 ・ 結 ・ 幸 ・ 弘 ・ 浩 ・ 勝 ・ 昭 ・
真 ・ 正 ・ 清 ・ 智 ・ 直 ・ 明 ・ 優 ・








































最後に出現した年 使用回数 最後に出現した年 使用回数
幸 1931 29 1997 16
昭 1942 13 1944 17
弘 1947 41 1947 2
正 1954 2 1913 34
清 1955 27 1924 8
勝 1958 14 1945 4
明 1959 19 2000 12
浩 1971 44 1960 9
洋 1985 7 1967 22
直 1996 9 1972 23
智 1998 1 1984 50
優 2010 1 2012 26
海 2011 2 2009 48
結 2015 7 2015 5
真 2015 25 2006 1
陽 2015 14 2015 30
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脚　注
（ １ ）本研究は JSPS 科研費70６３2595の助成を受けた
ものである。
要　約
　近年において日本の命名習慣が大きく変わりつつあることが広く報告されている。ことに名前特有な
接尾辞が衰退しているようだ。これは、名前とジェンダーに大きな意味を持っていると考えられる。な
ぜならば、名前の特有な接尾辞は原則として持ち主の性別を表しているため、接尾辞における変化は、
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日本の名前における性別の表現に影響をもたらしているからである。そこで、過去１00年強の最人気の名
前の上位１0位を公開している明治安田生命のデータを用い女性名と男性名における特徴とその変化を観
察した。その結果、⑴20世紀冒頭、男性名の方が多様性に豊富であったが、現在は女性名が同程度もし
くはそれを超えるほど多様となりつつある、⑵女性名において代表的とされていた「－子」「－美」の接
尾辞は現在ほとんど見られなくなっているだけでなく、男性名における接尾辞も一変している、また⑶
上位１0位には男性名と女性名の両方にランクインしたものはなく、女性名と男性名の両方に用いられる
漢字が少ない、という三点が明らかになった。このことより、接尾辞のではなく、漢字そのものだけで
名前の持ち主の性別が区別できることが、現在の名前の大きな特徴と論じる。
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